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法学研究68巻9号（’95：9）

上
野
利
三
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

上
野
利
三
君
が
提
出
し
た
論
文
「
明
治
初
期
騒
擾
事
件
と
政
府
の
対
応

に
関
す
る
研
究
」
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序第
一
部
　
明
治
初
年
「
宗
教
一
揆
」
と
政
府
の
対
応
に
関
す
る
対
応

　
第
一
章
　
明
治
初
年
騒
擾
事
件
研
究
の
現
状
と
問
題
点

　
　
　
　
　
－
特
に
「
宗
教
一
揆
」
と
目
さ
れ
る
暴
動
三
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
ー

　　　　　第
第第第二第第第第第三第第二一章五四三二一
節二一節節　節節節節節
　項項　　新 　

は
し
が
き

　
明
治
四
年
三
河
大
浜
の
騒
擾

　
明
治
五
年
越
後
地
方
に
お
け
る
土
冠
蜂
起

　
明
治
六
年
越
前
大
野
・
今
立
・
坂
井
三
郡
の
暴
動

　
結
　
語

新
潟
県
大
河
津
分
水
騒
動
（
明
治
五
年
）
と
政
府
の
対
応

　
は
し
が
き

　
騒
動
の
経
過

　
　
川
崎
九
郎
次
一
派
の
暴
動
事
件

　
　
渡
辺
悌
輔
一
派
の
暴
動
事
件

　
騒
動
関
係
者
の
捜
索
、
逮
捕
、
裁
判
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第
四
節
　
結
　
語

第
三
章
　
大
河
津
分
水
騒
動
の
司
法
的
処
理
過
程
・
補
説

　
第
一
節
　
は
し
が
き

　
第
二
節
　
裁
判
の
推
移
（
刑
の
言
渡
ま
で
）

　
第
三
節
　
刑
の
執
行
日

　
第
四
節
　
結
　
語

第
四
章
　
大
河
津
分
水
騒
動
の
展
開
に
関
す
る
一
資
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ー
新
発
田
市
立
図
書
館
所
蔵
「
百
姓
共
暴
動
一
件
聞

　
　
　
　
　
　
　
合
頭
書
」
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
第
一
節
　
は
し
が
き

　
第
二
節
本
書
の
体
裁
及
び
全
文

　
第
三
節
　
本
書
の
筆
録
時
期

　
第
四
節
　
本
書
の
特
色

　
第
五
節
　
結
　
語

付
章
一
　
大
河
津
分
水
騒
動
関
係
史
料

　
　
　
　
　
－
地
方
文
書
を
中
心
に
ー

付
章
二
　
大
河
津
分
水
騒
動
に
関
す
る
裁
判
史
料

第
五
章
　
敦
賀
県
騒
擾
（
明
治
六
年
）
と
政
府
の
対
応

　
第
一
節
　
は
し
が
き

　
第
一
一
節
敦
賀
県
騒
擾
の
概
況

　
第
三
節
　
敦
賀
県
騒
擾
の
裁
判

　
第
四
節
　
結
　
語

第
六
章
　
敦
賀
県
騒
擾
関
係
者
の
研
究

　
　
　
　
　
　
1
石
丸
八
郎
の
伝
に
つ
い
て
1

　
　
第
一
節
　
は
し
が
き

　
　
第
二
節
従
来
の
研
究
と
碑
文
発
見
の
経
緯

　
　
第
三
節
　
碑
文
の
体
裁
と
そ
の
全
文

　
　
第
四
節
　
石
丸
八
郎
の
略
伝

　
　
第
五
節
　
結
び
に
か
え
て

第
二
部
　
伊
勢
暴
動
事
件
と
政
府
の
対
応
に
関
す
る
研
究

　
第
七
章
　
伊
勢
暴
動
事
件
（
明
治
九
年
）
と
政
府
の
対
応

　
　
　
　
　
　
ー
暴
動
関
係
者
の
鎮
撫
、
逮
捕
、
審
理
を
中
心
に
ー

　
　
第
一
節
　
は
し
が
き

　
　
第
二
節
　
暴
動
の
鎮
撫
体
制

　
　
第
三
節
暴
動
関
係
者
の
逮
捕
、
護
送

　
　
第
四
節
　
暴
動
関
係
者
の
審
理

　
　
第
五
節
　
結
　
語

　
第
八
章
　
伊
勢
暴
動
事
件
の
展
開
に
関
す
る
一
資
料
に
つ
い
て

　第
第九第第第第第第
一章六五四三二一
節　節節節節節節

　
は
し
が
き

　
本
書
の
体
裁
　
附
「
草
案
」
全
文

　
本
書
の
記
事
内
容
の
検
討

　
本
書
の
記
主

　
本
書
の
伝
来

　
結
　
語

伊
勢
暴
動
に
お
け
る
刑
種
別
人
員
と
そ
の
関
係
地
域

　
は
し
が
き
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第
二
節
郡
村
毎
の
刑
種
別
人
員
一
覧
表

　
　
　
　
　
　
　
－
三
重
県
を
中
心
と
し
た
1

　
　
第
三
節
　
結
び
に
か
え
て

第
三
部
騒
擾
事
件
と
即
決
処
分
の
研
究

　
第
十
章
　
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
を
め
ぐ
る
大
蔵
省
と
司
法
省
の
紛
糾
問

　
　
　
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
“
〉

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
十
一
章

第　　　第第
三（c）（b）（a）二一

節　　　節節
（e）（d）

　
は
し
カ
き

　
紛
糾
の
発
端

　
紛
糾
の
経
過

　
紛
糾
の
収
束
－
結
び
に
か
え
て
ー

　
明
治
六
年
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
以
前
に
お
け
る
即
決
処
分

指
令
に
つ
い
て

　
1
司
法
権
を
め
ぐ
る
司
法
省
と
大
蔵
省
の
相
克
の
一

　
　
　
側
面
ー

　
は
し
が
き

　
「
辛
未
十
月
の
公
布
」
に
よ
る
即
決
処
分
指
令

四
年
十
月
高
松
県
へ
の
指
令

四
年
十
月
九
日
広
島
県
へ
の
指
令

四
年
十
月
布
告
に
よ
る
高
知
県
で
の
処
刑

　
「
四
年
十
一
月
豊
岡
県
ヘ
ノ
御
指
令
等
二
慣
習
施
行
」

　
　
の
即
決
処
分
指
令

四
年
十
一
月
二
十
七
日
豊
岡
県
へ
の
指
令

四
年
十
二
月
十
二
日
飾
磨
県
へ
の
指
令

終

（」）（1）（h）（9）（f）

　
第
四
章

第
十
二
章
付
論

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

章

五
年
二
月
十
三
日
岩
手
県
へ
の
指
令

五
年
六
月
新
潟
県
へ
の
指
令

五
年
八
月
山
梨
県
へ
の
指
令

五
年
十
一
月
四
日
石
鉄
県
へ
の
指
令

六
年
一
月
十
二
日
大
分
県
へ
の
指
令

　
結
　
語

　
　
　
生
野
県
暴
動
事
件
の
一
考
察

　
－
明
治
四
年
十
一
月
豊
岡
県
へ
の
即
決
処
分
指
令
に

　
　
　
係
る
裁
判
研
究
の
前
提
と
し
て
ー

は
し
が
き

事
前
謀
議
の
有
無

暴
動
の
発
生

官
員
の
殺
害

鉱
山
支
庁
焼
打
ち

結
び
に
か
え
て

i
展
望
と
課
題
ー

　
該
論
文
は
、
明
治
政
府
の
揺
籠
期
に
各
地
で
発
生
し
た
騒
擾
事
件
の
司

法
的
処
理
を
詳
細
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
政

府
が
、
割
拠
し
て
い
た
地
方
を
統
一
し
て
い
く
政
治
過
程
を
も
解
明
し
て

い
る
。

　
明
治
新
政
府
は
そ
の
政
権
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
、
中
央
権
力
機
構

の
形
成
・
整
備
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
幕
藩
的
封
建
組
織
を
中
央
集
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権
的
な
体
制
へ
再
編
す
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
も
そ
の
作
業
は
短
時
間
内
に
性
急
か
つ
果
敢
に
推
し
進
め
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
意
図
を
汲
み
取
れ
な
い
地
方
に
お
い

て
は
、
あ
い
つ
い
で
打
ち
出
さ
れ
る
諸
政
策
に
対
し
て
戸
惑
い
や
不
平
不

満
か
ら
反
政
府
的
な
気
運
が
生
じ
、
嘆
願
、
強
訴
、
暴
動
、
武
装
蜂
起
等

と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
政
府
は
地
方
官
を
し
て
こ
れ
ら
を
鎮
撫
せ
し
め
た

が
、
中
央
集
権
体
制
が
未
確
立
の
時
代
で
あ
る
た
め
、
司
法
的
処
理
を
担

当
す
る
省
に
混
乱
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
明
治
政
府
は
明
治
三
年

末
に
新
律
綱
領
を
発
布
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
刑
の
処
決
を
求
め
た
の
で
あ

る
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
幕
府
法
、
藩
法
に
よ
り
苛
酷
、
即
決
の
刑
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
少
く
な
く
、
こ
こ
に
お
い
て
も
混
乱
が
あ
っ
た
。
上
野
君

は
、
か
か
る
明
治
初
期
に
お
け
る
司
法
的
処
理
の
諸
混
乱
が
、
や
が
て
整

備
さ
れ
て
い
く
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
と
併
せ
て
そ
こ
に
中
央
政
府
が
地

方
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
中
央
集
権
体
制
を
確
立
し
て
い
く
過
程
を
考

察
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
肝
心
な
こ
と
は
騒
擾
事
件
の
過
程
を
能

う
る
限
り
一
次
的
資
料
に
基
づ
き
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
上
野

君
は
か
か
る
点
の
究
明
の
た
め
資
料
の
博
捜
に
驚
異
的
執
念
を
傾
注
し
て

い
る
。
以
上
の
処
点
を
念
頭
に
、
上
野
論
文
の
要
点
紹
介
と
業
績
評
価
へ

移
る
。

　
第
一
部
「
明
治
初
年
『
宗
教
一
揆
』
と
政
府
の
対
応
」
は
六
章
か
ら
な

る
。
そ
こ
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
対
象
は
明
治
四
、
五
、
六
の
各
年
に
三

河
、
越
後
、
越
前
地
方
で
発
生
し
た
著
名
な
大
規
模
騒
擾
事
件
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
騒
擾
は
神
仏
分
離
令
に
よ
る
廃
仏
殿
釈
が
、
僧
侶
、
門
徒
衆
に

衝
撃
を
与
え
、
そ
の
不
安
が
も
と
で
発
生
し
た
騒
擾
事
件
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
宗
教
↓
揆
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
上
野
君
は
こ
れ
ら

の
事
件
の
実
態
を
あ
た
う
る
限
り
克
明
に
追
及
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事

件
の
司
法
的
処
理
過
程
及
び
結
末
を
解
明
し
て
い
る
。

　
第
一
章
　
「
明
治
初
年
騒
擾
事
件
研
究
の
現
状
と
問
題
点
　
　
特
に

「
宗
教
一
揆
」
と
目
さ
れ
る
暴
動
一
二
件
に
つ
い
て
　
　
」
は
、
前
期
三
大
騒

擾
事
件
に
関
す
る
先
行
研
究
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
の
指
摘
で
あ
る
。
該

章
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
三
事
件
に
関
す
る
研
究
業
績
は
数
多
い
が
、

「
新
史
料
の
渉
猟
、
発
掘
と
い
う
面
が
、
意
外
と
疎
か
に
さ
れ
（
中
略
）
理

論
づ
け
を
急
ぐ
余
り
、
同
じ
よ
う
な
史
料
を
用
い
な
が
ら
異
な
っ
た
評
価

を
下
そ
う
と
す
る
傾
向
の
も
の
が
間
々
見
ら
れ
、
肝
心
の
騒
擾
そ
の
も
の

の
真
相
を
（
中
略
）
詳
細
か
つ
正
確
に
追
究
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
が

余
り
に
数
少
」
い
と
か
、
あ
る
い
は
各
研
究
者
達
が
相
互
に
そ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
研
究
成
果
を
「
十
分
に
吸
収
し
活
用
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
著
作
数
の
多
い
割
に
、
こ
の
暴
動
事
件
の
真
相
が
著
し
く
立
ち
後

れ
て
き
た
原
因
の
一
つ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
上
野
君
の
か
く
も
断
乎
た

る
指
摘
は
、
上
野
君
自
身
が
先
行
研
究
を
十
分
に
吸
収
、
活
用
し
、
新
史

料
の
発
掘
に
渾
身
の
精
力
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
は

騒
擾
と
そ
の
司
法
的
処
理
の
真
相
究
明
と
い
う
点
で
先
行
研
究
を
超
え
た

と
す
る
ひ
そ
か
な
自
負
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
、
第
三
章
、
第
四
章
並
び
に
付
章
一
、
付
章
二
は
明
治
五
年
四

月
、
新
潟
県
大
河
津
分
水
騒
擾
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
上
野
君
は
こ
こ
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に
お
い
て
次
の
諸
点
を
明
白
に
し
た
。

　
1
　
通
説
で
は
大
河
津
分
水
騒
擾
は
、
先
述
の
ご
と
く
、
「
三
大
宗
教
一

揆
」
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
宗
教
一
揆
と
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
論
決
す
る
。
仏
教
史
研
究
の
秦
斗
辻
善
之
助
博
士
は
、
新
潟

県
の
信
濃
川
分
水
問
題
に
か
ら
み
、
数
万
の
農
民
を
巻
き
込
ん
だ
該
騒
擾

に
つ
き
、
三
河
、
越
前
の
騒
擾
と
共
に
「
廃
仏
に
対
す
る
反
抗
運
動
」
と

性
格
づ
け
た
。
そ
れ
以
来
、
宗
教
一
揆
研
究
者
は
辻
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

上
野
君
は
・
辻
博
士
が
該
事
件
を
宗
教
一
揆
と
す
る
に
当
り
、
一
般
的
に

は
斯
界
に
権
威
を
も
つ
『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
で
は
あ
る
が
、
そ

の
中
の
、
た
ま
た
ま
唯
一
片
の
、
そ
れ
も
極
め
て
信
頼
性
の
乏
し
い
出
所

不
明
の
も
の
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
。
あ
わ

せ
て
上
野
君
は
辻
説
以
降
の
諸
研
究
が
、
辻
説
を
踏
襲
す
る
の
み
で
、
根

本
史
料
の
真
偽
性
を
吟
味
し
な
い
こ
と
は
史
学
上
の
鉄
則
か
ら
し
て
も
甚

だ
危
険
で
あ
る
と
し
、
自
ら
事
件
の
全
貌
を
克
明
に
追
究
す
る
と
い
う
大

作
業
に
身
を
挺
し
た
。
そ
の
結
果
、
該
騒
擾
は
宗
教
一
揆
の
要
素
を
い
ず

れ
も
全
く
有
さ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
政
治
的
反
抗
運
動
で
あ
る
と
断

定
し
た
。

　
2
　
大
河
津
分
水
騒
擾
は
二
個
の
騒
擾
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

上
野
君
は
両
派
の
関
係
者
の
間
に
は
共
同
謀
議
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す

る
。
該
騒
擾
は
、
ω
川
崎
九
郎
次
一
派
に
よ
る
工
事
反
対
の
強
訴
事
件
と
、

⑧
旧
会
津
藩
士
渡
辺
悌
輔
を
盟
主
と
し
、
農
民
達
を
利
用
し
て
幕
府
復
興

を
図
る
反
政
府
暴
動
か
ら
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
い
わ
れ
て
き
た
よ

う
な
宗
教
一
揆
と
は
無
縁
で
あ
っ
て
政
治
的
事
件
で
あ
る
。
両
派
の
首
謀

者
の
間
に
、
な
ん
ら
か
の
連
絡
な
い
し
接
触
が
あ
っ
て
事
前
に
準
備
・
計

画
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
未
解
決
で
あ
っ
た
。
上

野
君
は
先
行
研
究
を
綜
合
し
、
加
う
る
に
新
史
料
に
よ
る
動
か
ぬ
証
拠
に

よ
り
、
二
派
脈
絡
し
て
事
を
起
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
3
　
該
騒
擾
に
対
す
る
司
法
的
処
理
は
中
央
政
権
の
指
導
に
よ
り
混
乱

が
な
く
進
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
の
新
潟
は
人
口
も
多
く
、

よ
く
繁
栄
し
、
国
際
港
を
か
か
え
、
外
国
人
居
留
者
が
多
い
等
の
諸
要
素

を
持
つ
重
要
な
県
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
事
を
敏
速
か
つ
円
滑
に
処
理

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
政
府
は
外
務
省
高
級
官
僚
楠
本
正
隆
を
県
令
に
任

命
し
た
。
楠
本
は
政
府
の
意
を
体
し
て
、
司
法
省
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

そ
の
任
を
よ
く
達
成
し
た
。
上
野
君
は
明
治
初
期
に
お
い
て
中
央
政
権
の

意
向
が
地
方
に
正
確
に
反
映
さ
れ
た
例
と
し
て
該
事
件
の
司
法
的
処
理
を

特
筆
す
る
の
で
あ
る
。

　
上
野
君
の
大
河
津
事
件
に
関
す
る
五
個
の
章
か
ら
な
る
研
究
の
ポ
イ
ン

ト
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
先
行
研
究
を
著
し
く
超
え
る
も
の

で
あ
る
。
上
野
君
が
、
か
か
る
成
果
を
挙
げ
得
た
の
は
手
塚
豊
博
士
の
言

わ
れ
る
よ
う
に
「
博
引
勇
証
ー
些
少
の
郷
土
史
文
献
ま
で
こ
の
よ
う
に

広
く
渉
猟
し
た
研
究
は
、
比
類
が
な
か
ろ
う
ー
さ
ら
に
新
し
く
発
掘
さ

れ
た
史
料
を
そ
れ
に
加
え
、
事
件
の
全
貌
を
画
き
出
し
」
た
と
こ
ろ
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
手
塚
博
士
は
上
野
君
の
労
作
は
該
騒
擾
の
研
究

に
お
い
て
「
正
に
画
期
的
意
義
」
を
も
つ
も
の
と
評
価
さ
れ
た
が
、
今
後
、

該
騒
擾
の
研
究
者
は
、
上
野
君
の
研
究
を
抜
き
に
し
て
一
歩
も
前
進
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

226



特別記事

　
第
五
章
及
び
第
六
章
は
明
治
六
年
春
、
敦
賀
県
大
野
、
今
立
、
坂
井
三

郡
に
ま
た
が
る
大
規
模
騒
擾
事
件
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
大
野
郡
に
お

け
る
暴
徒
は
三
万
人
を
超
え
、
処
罰
者
総
数
八
千
五
百
名
で
あ
っ
た
。
今

立
郡
の
暴
徒
二
万
人
余
、
坂
井
郡
の
暴
徒
も
一
万
人
を
超
え
る
日
が
続
く

と
い
う
大
騒
擾
で
あ
る
。
上
野
君
は
こ
の
三
郡
に
わ
た
る
大
規
模
騒
擾
と

そ
の
司
法
的
処
理
を
徹
底
的
に
究
明
し
、
つ
ぎ
の
結
論
を
得
た
。

　
1
　
三
郡
に
わ
た
る
多
数
の
農
民
を
巻
き
込
ん
だ
騒
擾
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
騒
擾
は
個
々
別
々
の
原
因
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
先
行
研
究
の
大
多
数
は
十
日
間
と
い
う
短
期
間
に
、
隣
接
す
る
三
郡

に
お
い
て
真
宗
門
徒
の
農
民
を
か
り
立
て
た
騒
擾
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
間
に
「
統
一
戦
線
」
が
し
か
れ
、
彼
等
が
い
っ
せ
い
に
「
明
治
絶

対
主
義
政
権
目
官
僚
専
制
支
配
下
に
対
す
る
反
対
運
動
を
目
指
」
し
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
上
野
君
は
、
各
郡
の
騒
擾
は
そ
れ
ぞ
れ
が
全

く
異
な
っ
た
事
情
、
動
機
か
ら
惹
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
三

郡
の
騒
擾
指
導
者
の
間
に
は
緊
密
な
結
合
、
蜂
起
の
た
め
の
盟
約
が
な
ん

ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
、
と
り
わ
け
今
立
、
坂
井
両
郡
の
騒
擾
は
偶
発

的
、
突
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
2
　
該
事
件
の
司
法
的
処
理
に
当
っ
て
は
、
首
謀
者
の
処
断
が
大
蔵
省

の
出
し
た
即
決
処
分
指
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
本
来
の
主
管
で
あ
る
司

法
省
が
こ
の
裁
判
に
関
与
し
た
の
は
、
そ
の
後
の
従
犯
者
の
処
罰
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
処
理
に
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
も
そ
も

明
治
四
年
に
司
法
省
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
省
が
全
国
の
裁
判
機
構

の
頂
点
に
立
ち
、
司
法
権
を
行
使
し
得
た
筈
で
あ
る
が
、
騒
擾
事
件
に
際

し
て
は
大
蔵
省
が
地
方
官
に
即
決
処
分
を
指
令
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
該

事
件
に
際
し
て
も
、
大
蔵
省
は
地
方
官
に
即
決
処
分
指
令
を
出
し
、
こ
こ

に
司
法
権
の
所
在
を
め
ぐ
る
大
蔵
省
と
司
法
省
と
の
紛
争
が
生
じ
た
。
大

蔵
省
が
出
し
た
即
決
処
分
指
令
は
、
司
法
省
の
権
限
を
著
し
く
侵
す
も
の

で
あ
っ
た
と
上
野
君
は
主
張
す
る
。
該
事
件
の
法
的
処
理
に
立
入
っ
た
先

行
研
究
は
無
く
、
上
野
君
の
研
究
を
も
っ
て
嗜
矢
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
伊
勢
暴
動
事
件
と
政
府
の
対
応
に
関
す
る
研
究
」
は
、
伊
勢

騒
擾
に
関
す
る
研
究
三
篇
か
ら
な
る
。
明
治
九
年
十
二
月
、
三
重
県
飯
野

郡
に
お
い
て
地
租
改
正
軽
減
問
題
を
発
端
に
農
民
騒
擾
が
起
り
、
そ
れ
は

僅
か
数
日
に
し
て
ほ
ぼ
全
県
内
に
拡
大
し
、
隣
県
の
愛
知
、
岐
阜
、
堺

（
元
奈
良
県
域
）
等
に
も
波
及
し
た
。
日
本
農
民
騒
擾
史
上
最
大
規
模
の
も

の
で
あ
る
。
上
野
君
は
、
該
事
件
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ

と
ん
ど
閉
却
さ
れ
て
き
た
法
制
史
的
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
近
代
的
な
警
察
、
裁
判
機
構
が
未
整
備
で
あ
っ
た
こ
の
当
時
、
微

力
な
地
方
の
政
庁
（
県
庁
）
、
裁
判
所
の
十
二
万
人
を
超
え
る
事
件
関
係

者
に
対
す
る
司
法
的
処
理
に
研
究
の
焦
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

上
野
君
は
第
七
章
を
費
し
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
1
　
政
府
の
事
件
へ
の
対
応
は
素
早
く
、
事
件
の
約
二
週
間
後
に
地
租

の
軽
減
の
詔
を
下
し
、
そ
れ
と
共
に
内
務
省
は
司
法
的
処
理
の
基
本
方
針

と
し
て
「
大
荒
目
」
の
裁
判
を
し
て
事
件
処
理
を
早
く
切
り
上
げ
る
よ
う

地
方
官
に
指
示
し
た
。

　
2
　
三
重
県
当
局
は
手
ぎ
わ
よ
く
、
十
五
名
か
ら
成
る
鎮
撫
掛
を
特
に

設
置
し
、
騒
擾
関
係
者
の
捜
索
、
逮
捕
を
主
務
と
す
る
警
察
組
織
の
再
編
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か
ら
、
鎮
撫
探
偵
捕
縛
卦
、
裁
判
の
た
め
の
審
理
掛
等
を
設
置
し
た
こ
と

を
解
明
し
た
。
そ
の
上
で
各
機
関
に
お
い
て
業
務
を
遂
行
す
る
人
物
を
明

ら
か
に
し
、
暴
動
関
係
者
の
鎮
撫
、
逮
捕
、
審
理
の
内
容
を
詳
細
に
追
究

し
て
い
る
◎

　
3
　
県
庁
の
一
般
事
務
吏
員
多
数
に
検
事
の
職
務
を
遂
行
さ
せ
、
異
常

な
ま
で
に
粗
略
、
簡
便
の
う
ち
に
裁
判
を
終
了
す
る
。
例
え
ば
審
理
係
が

設
置
さ
れ
て
か
ら
僅
か
二
十
日
余
り
の
間
に
、
五
千
百
二
名
の
被
疑
者
の

審
理
を
行
い
、
弾
告
し
た
が
、
か
か
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
審
理
、
弾
告
は

「
明
治
期
の
暴
動
事
件
で
は
他
に
例
を
見
な
い
」
と
し
、
今
後
の
伊
勢
騒

擾
裁
判
研
究
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
は
、
誤
審
、
誤
判
の
側
面
か
ら

の
考
察
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
す
る
。
な
お
、
上
野
君
は
、
か
く

も
異
常
な
ほ
ど
に
短
期
間
に
裁
判
が
行
わ
れ
た
背
景
と
し
て
、
二
月
に
勃

発
す
る
西
南
戦
争
の
た
め
風
雲
急
を
告
げ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
す
な

わ
ち
、
政
府
と
し
て
は
三
重
県
で
の
暴
動
事
件
の
処
理
を
早
く
切
り
上
げ
、

西
郷
蜂
起
に
対
処
す
る
態
勢
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と

推
論
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
該
事
件
は
、
政
府
の
政
治
的
判
断
が
裁
判

の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
え
た
顕
著
な
一
例
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
伊
勢
大
騒
擾
事
件
に
対
す
る
上
野
君
の
司
法
的
処
理
の
法
制
史
的

視
点
か
ら
の
分
析
は
前
人
未
踏
の
業
績
で
あ
る
。

　
第
八
章
は
伊
勢
騒
擾
に
関
し
て
伊
勢
神
宮
関
係
の
新
出
資
料
を
紹
介
し
、

こ
れ
が
比
較
的
史
料
の
乏
し
い
南
伊
勢
方
面
の
騒
擾
の
実
態
を
実
証
す
る

証
拠
能
力
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
九
章
は
伊
勢

騒
擾
に
お
け
る
処
罰
者
の
刑
種
別
人
員
と
そ
の
所
属
す
る
郡
村
名
を
究
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
上
野
君
は
処
罰
さ
れ
た
者
九
、
二
一
七

名
の
居
住
地
（
郡
村
）
名
を
明
ら
か
に
し
た
。
困
苦
を
厭
わ
ぬ
上
野
君
の

研
究
姿
勢
が
こ
の
論
稿
に
も
鋭
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
部
「
騒
擾
事
件
と
即
決
処
分
の
研
究
」
は
三
章
か
ら
な
る
。
騒
擾

事
件
に
お
い
て
は
大
蔵
省
か
ら
即
決
処
分
指
令
が
出
て
、
司
法
省
と
の
間

に
司
法
権
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
敦
賀
県
騒
擾
の

中
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
該
章
は
騒
擾
事
件
と
即
決
処
分
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
司
法
省
と
大
蔵
省
と
の
間
の
司
法
権
を
め
ぐ
る
権
限
論

争
を
改
め
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
上
野
君
は
ま
ず
、
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
の
ケ
ー
ス
か
ら
考
察
を
始
め
る
。

明
治
四
年
七
月
の
司
法
省
設
置
の
時
点
で
、
同
省
は
司
法
権
を
専
有
し
得

た
は
ず
で
あ
る
が
、
府
県
に
お
い
て
は
裁
判
権
を
管
掌
す
る
地
方
官
を
監

督
し
て
い
た
大
蔵
省
が
、
地
方
官
に
首
謀
者
の
即
決
処
分
を
指
令
す
る
場

合
が
あ
っ
た
。
敦
賀
県
騒
擾
事
件
の
際
も
大
蔵
省
は
明
治
五
年
八
月
の
山

梨
県
、
同
六
年
一
月
の
大
分
県
の
前
例
に
従
い
指
令
し
た
と
主
張
し
た
。

つ
ま
り
「
従
来
の
慣
行
」
に
照
ら
し
て
大
蔵
省
の
指
令
は
正
当
で
あ
る
と

し
た
。
し
か
し
上
野
君
は
、
両
県
に
対
す
る
即
決
処
分
の
実
施
は
正
院
に

よ
り
阻
止
さ
れ
て
お
り
、
大
蔵
省
の
主
張
に
は
無
理
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
を
め
ぐ
る
司
法
、
大

蔵
両
省
の
紛
争
は
正
院
の
判
定
に
よ
り
大
蔵
省
の
勝
利
に
帰
し
た
。
そ
の

結
果
、
司
法
省
が
そ
れ
ま
で
果
敢
に
推
進
し
て
き
た
欧
米
型
の
近
代
司
法

制
度
構
築
の
企
図
、
就
中
、
府
県
裁
判
の
設
置
を
通
し
て
地
方
官
か
ら
裁

判
権
を
接
収
し
、
司
法
省
の
下
に
全
国
統
一
的
司
法
権
を
集
中
し
よ
う
と
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す
る
も
く
ろ
み
は
当
面
大
き
く
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

　
次
い
で
上
野
君
は
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
以
前
に
お
け
る
即
決
処
分
指
令
の

実
態
の
考
察
を
す
す
め
る
。
大
蔵
省
が
主
張
し
た
「
従
来
の
慣
行
」
が
史

実
上
正
当
で
あ
る
か
否
か
を
改
め
て
厳
正
に
検
証
す
る
た
め
で
あ
る
。
確

か
に
敦
賀
県
騒
擾
裁
判
以
前
に
、
廃
藩
置
県
の
政
策
遂
行
を
阻
害
す
る
地

方
の
暴
動
事
件
の
拡
散
を
押
え
込
む
た
め
、
正
院
は
死
刑
に
至
る
す
べ
て

の
裁
判
を
地
方
官
に
委
任
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
死
刑

即
決
を
地
方
官
に
委
ね
た
偽
造
宝
貨
律
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
地
方
官
へ
の
委
任
は
正
院
よ
り
指
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
大
蔵
省
の

指
令
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
通
り
、
山
梨
、
大
分
等

の
騒
擾
に
対
す
る
大
蔵
省
の
即
決
処
分
指
令
は
正
院
に
よ
り
阻
止
さ
れ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
大
蔵
省
の
主
張
は
「
従
来
の
慣
行
」
と
し
て
正
当
化

で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。

　
上
野
君
は
こ
こ
で
司
法
、
大
蔵
の
両
省
よ
り
指
令
が
出
る
原
因
を
追
究

す
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
司
法
省
管
轄
下
の
府
県
裁
判

所
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
司
法
事
務
は
県
庁
の
聴
訟
課
で

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
各
府
県
に
お
い
て
裁
判
権
を
管
掌
す
る
地
方

官
を
監
督
す
る
大
蔵
省
が
、
時
と
し
て
地
方
官
に
刑
事
裁
判
に
係
る
指
令

を
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
蔵
省
に
即
決
処
分
権
を
行
使
す
る

権
限
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
も
の
は
な
い
・

　
明
治
四
年
の
生
野
県
騒
擾
事
件
に
関
す
る
考
察
は
事
件
の
概
要
を
詳
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
的
処
理
過
程
に
お
い
て
、
即
決
処
分
指
令
が
正

院
よ
り
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
該
事
件
裁
判
が
辿
る
推
移
を
論
及
す
る

前
提
ま
で
を
考
察
し
て
い
る
。

　
以
上
、
上
野
論
文
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
上
野
論
文
を
総
括
す
る
。
上

野
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
論
文
は
明
治
初
年
の
農
民
騒
擾
事
件
を
め
ぐ
る
司

法
的
処
理
の
研
究
で
あ
る
。
当
時
、
中
央
政
権
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
し
た
が
っ
て
司
法
・
裁
判
制
度
も
い
た
っ
て
不
備
な
状
態
で
あ
っ

た
。
大
規
模
な
農
民
騒
擾
事
件
が
惹
起
す
れ
ば
、
そ
の
不
備
、
脆
弱
さ
は

一
層
露
わ
に
な
っ
た
。
上
野
君
は
敦
賀
県
騒
擾
に
お
け
る
大
蔵
省
・
司
法

省
間
の
司
法
権
の
権
限
を
め
ぐ
る
紛
争
や
伊
勢
騒
擾
に
お
け
る
異
常
な
ま

で
に
粗
略
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
裁
判
等
の
中
に
当
時
の
司
法
・
裁
判
制
度

の
未
熟
さ
を
考
察
し
た
。

　
司
法
・
裁
判
制
度
の
未
整
備
は
騒
擾
事
件
の
緩
急
に
よ
り
当
局
の
司
法

的
処
理
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
新
潟
の
大
騒
擾
に
対
し
て

は
、
同
地
が
重
要
な
地
方
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
の
配
慮
も
あ
っ
て
有
能

な
高
級
官
僚
を
地
方
官
に
赴
任
さ
せ
、
中
央
と
の
密
な
る
連
絡
の
下
、
事

に
当
ら
せ
た
。
あ
る
い
は
薩
摩
の
蜂
起
が
予
想
さ
れ
た
中
で
の
伊
勢
騒
擾

に
対
し
て
は
「
大
荒
目
」
の
裁
判
が
行
わ
れ
た
。
は
た
ま
た
各
所
の
大
騒

擾
に
お
け
る
主
謀
者
に
は
極
刑
を
科
し
た
が
、
末
端
の
雷
同
者
に
は
無
罪

も
し
く
は
軽
罪
に
す
る
と
い
う
工
夫
が
あ
っ
た
。
政
治
と
司
法
的
処
分
と

の
関
係
を
豊
富
な
史
料
に
よ
り
実
証
し
て
説
得
的
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
上
野
君
の
研
究
態
度
は
先
行
研
究
の
論
拠
を
徹
底
し
て
点
検

し
、
納
得
で
き
る
も
の
は
新
史
料
で
強
く
こ
れ
を
支
持
し
、
承
服
で
き
な

い
説
に
は
、
そ
れ
が
た
と
え
大
家
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
新
史
料
に
よ
り
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根
底
か
ら
突
き
崩
す
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
。
手
塚
豊
博
士
が
、
上
野
君
の

大
河
津
分
水
騒
動
の
研
究
を
、
正
に
画
期
的
意
義
を
持
つ
も
の
と
評
し
た

こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
同
博
士
は
ま
た
大
野
騒
擾
の
研
究
に
つ
い

て
も
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
「
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
す
画
期
的
な
論
考
」

と
い
い
、
即
決
処
分
指
令
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
「
司
法
権
を
め
ぐ
る
司

法
省
と
大
蔵
省
の
抗
争
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
し
そ
の

先
駆
的
業
績
を
た
た
え
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
か
か
る
手
塚
博
士

の
評
価
は
上
野
君
の
業
績
が
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
上
野
君
の
論
文
が
、
即
決
処
分
指
令
研
究
及
び
伊
勢
騒
擾

事
件
の
司
法
的
処
理
に
関
す
る
法
制
史
的
分
析
に
お
い
て
前
人
未
踏
の
境

地
を
開
拓
し
た
こ
と
、
大
河
津
分
水
騒
擾
事
件
の
宗
教
一
揆
説
及
び
敦
賀

県
騒
擾
事
件
の
統
一
戦
線
論
へ
の
確
か
な
批
判
、
加
う
る
に
各
騒
擾
事
件

に
つ
い
て
の
詳
細
を
極
め
た
研
究
は
先
行
研
究
を
飛
躍
的
に
発
展
せ
し
め

た
等
々
の
諸
業
績
は
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
、
こ
こ
に
本
論
文

が
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
（
論
文
博
士
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に

十
分
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
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